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当社中核子会社ジェイズ・コミュニケーション 

AI を活用した次世代マネージド SIEM サービス『Starlight SOC in BOX』を開始 

 

当社中核子会社であるジェイズ・コミュニケーション株式会社（東京本社：東京都中央区、代

表取締役社長：愛須 康之）は、2019 年９月１日より、AI を利用した次世代マネージド SIEM サ

ービス『Starlight SOC in BOX』を開始しましたのでお知らせいたします。 

詳細につきましては、添付資料をご覧ください。 
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